
令和 4 年 4 月 13 日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

＜目的＞

＜成果＞

場所 山形市大字十文字1880
   (株式会社NKパッケージ第3工場)
日程 基本 月・火・木・金・土曜日
時間 9:30～15:00
活動 野菜や果物の袋詰めやネット詰め等のパッケージング
利用者数 15

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

事業所名 あめ・はる 事業所番号 0611000068

住 所 山形県東村山郡中山町⾧崎3062-1 管理者名 古内 恵

電話番号 023-665-5432 対象年度 令和4年度

地域連携活動の概要

【地域連携活動のねらい】
利用者の賃金向上と就労支援の両立を目指していく中で、一般就労に近い作業環境を提供する事で、仕事に対す
る責任感や達成感など、就労意欲や意識を向上させていく事を目論みとしている。
【地域にとってのメリット】
担い手不足の産業における雇用創出を目指した実践の場を提供することで、障がい者に対する理解と雇用機会の
創出に向けた機会確保。
【対象者にとってのメリット】
障がい者枠での就労を考えた際、一般就労を意識できる環境で作業が出来る事は、就労に必要なスキルや課題を
身につけていく利用者にとっても意識や意欲を高めていけるものであると受け止めている。

【実施した結果】
就労に対する意識づけや、給与を得る事に対しての責任感が高まっている。共同作業を通して、基
本的な挨拶だけでなく、報連相などの連携時に必要な関わり方が身についている。
【得られた成果】
賃金向上には至らないが、生産活動収入の増加に大いに繋がっている。利用者自身の認識も、仕事
への感覚や意識を高める事が出来ており、就労意欲の向上や実際の就労にも繋がっている。
【課題点】
就労に結びつく方も多く事業所として喜ばしく、誇れる部分ではあるが、訓練と生産活動が直結し
ているため全体の労働力に一時的に下がるなどの影響が出やすい。

連携先の企業等の意見または評価
連携による協力を得た事で、障がいのある方に対する見方や捉え方も少しずつ変わってきたと感じている。障がい者雇用に対
しても、今後活躍の場を提供していく為に出来る事は多いと感じた。連携の中でも成⾧が見えて、雇用を検討したいと思える
方も出てきている。働き方さえ工夫すれば、業界としても福祉との連携を通して成⾧に繋がり、互いに業績も伸びて有意義な
ものだと言えるだろう。何処まで連携できるのか、模索している段階でもあるが、今後も連携を図っていく事で、一人でも多
くの障がいのある方が活躍出来ればと思っている。

連携先企業名 株式会社 NKパッケージ 担当者名
代表取締役 専務
金成 亮太

様式１


